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現状における問題点、課題 目標

1 10
入居者様の課題、意向に対して職員
の把握が十分でないと共に対応が
統一されていない。

職員が入居者様の側に立って「な
ぜ？どうしてだろう？」と考える事で
入居者様の困りごと、課題を知ること
が出来る。また、個々の気付きをケ
アに生かすことが出来、会議などで
情報を共有できる。

12 ヶ月

2 7
外出、外食、買い物などの機会はあ
るが、個別のニーズに十分こたえら
れていない。

ご本人の意向タイミングに合った外出の
支援をして行く。月の予定以外にも入居
者様の意向に沿って自由に外出の支援
が出来るようして行く。

12 ヶ月

3 13
認知症対応型の施設として職員の
援助技術が充分ではない。

外部、内部の研修で職員の知識を
広げると共に自信を持って介助、援
助業務が行えるよう環境を作ってい
く。

12 ヶ月

4 15
ご本人の状態、嗜好に合わせた食
事の提供がまだ十分でない。

職員の食に対する意識の再認識、
高齢者の食事に対する知識の研修
の施行。入居者の方との協働での食
事つくりの継続。行事食など入居者
様に食に興味を持って頂ける環境を
作っていく。

12 ヶ月

月単位での外出支援の設定。入居者様へ
の告知。職員の業務都合でなく入居者の方
の生活に沿った散歩などの設定。

月1回の訪問看護師による高齢者、認知症
に対する研修の設定、施行。パート職員に
対しても本人の希望、または学んでもらいた
い課題に合わせ研修に参加していく。研修
で得た事は報告書だけでなくユニット会議な
どで発表するなどして職員全体のスキル、
知識を揚げるようして行く。

食事に関する研修の施行。(ユニット会議、
給食会議、訪問看護師による研修などを利
用し機会を作る）

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容
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目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り
組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】

目標達成計画

月1回のユニット会議及び日常のミーティン
グ時における個別のアセスメント、ケース会
議の施行。(期間ごとに特定の入居者様を対
象にアセスメント、ケアの方針、モニタリング
をしていく）


